
孫
文
生
誕
百
五
十
周
年
を
記

念
し
て
、
―
「
滔
天
の
友
」
を

訪
ね
る
旅
―
訪
中
団
（
髙
野
正

博
団
長
以
下
10
名
）
が
11
月
７

日(

月)
か
ら
11
日(

金)

ま
で
、

孫
文
（
孫
中
山
）
の
出
身
地
で

あ
る
広
東
省
を
訪
ね
ま
し
た
。

一
日
目
、
訪
中
団
一
行
は
上

海
経
由
で
広
東
省
の
広
州
市
へ
。

初
日
か
ら
飛
行
機
の
出
発
が
二

時
間
遅
れ
て
待
た
さ
れ
ま
し
た

が
、
乗
り
継
ぎ
時
間
に
余
裕
が

あ
っ
た
た
め
、
無
事
に
到
着
で

き
ま
し
た
。
上
海
の
空
港
は
大

変
混
雑
し
て
お
り
、
こ
こ
数
年

は
特
に
飛
行
機
の
遅
れ
が
頻
繁

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

二
日
目
は
朝
か
ら
孫
文
ゆ
か

り
の
中
山
大
学
へ
向
か
い
、
ま

ず
は
構
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

広
大
な
敷
地
に
、
古
い
レ
ン
ガ

造
り
の
歴
史
的
建
造
物
が
点
在

し
て
お
り
、
豊
か
な
緑
や
大
木

が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
て
、

全
体
が
歴
史
公
園
の
様
で
す
。

し
ば
ら
く
見
学
し
た
後
、
同

大
学
の
歴
史
研
究
学
部
に
お
い

て
、
呉
義
雄
学
部
長
を
始
め
、

学
内
の
孫
中
山
紀
念
館
長
や
中

国
近
代
史
を
学
ん
で
い
る
学
生

ら
も
参
加
し
て
、
宮
崎
滔
天
と

孫
文
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
、
熊
本
側
か
ら
は
山
下

慶
一
郎
荒
尾
市
長
が
宮
崎
滔
天

に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

大
学
内
の
来
客
用
レ
ス
ト
ラ

ン
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
関
係
者
ら

と
の
昼
食
交
流
会
後
、
訪
中
団

は
広
東
省
に
多
い
「
陳
」
姓
の

人
々
が
一
族
の
子
弟
を
教
育
す

る
た
め
に
造
っ
た
陳
氏
書
院
、

広
州
市
内
で
最
も
古
い
建
築
物

六
榕
花
塔
の
あ
る
六
榕
寺
、
孫

中
山
紀
念
堂
を
見
学
し
ま
し
た
。

三
日
目
、
広
州
市
番
禺
区
に

あ
る
、
清
朝
宮
廷
文
化
・
嶺
南

の
伝
統
建
築
や
庭
園
文
化
・
珠

江
デ
ル
タ
の
水
郷
文
化
が
集
め

ら
れ
て
い
る
庭
園
「
宝
墨
園
」

を
見
学
し
た
後
、
孫
文
の
出
身

地
で
あ
る
中
山
市
へ
。

中
山
市
内
は
「
紀
念
孫
中
山

先
生
生
誕
辰
一
五
〇
周
年
」
の

看
板
や
垂
れ
幕
が
至
る
と
こ
ろ

に
掲
げ
ら
れ
、
一
行
が
訪
れ
た

孫
文
故
居
や
孫
中
山
紀
念
公
園

は
多
く
の
中
国
人
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

（
二
面
に
続
く
）

平成２８年１２月１０日
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孫
文
故
居
の
横
に
建
て
ら
れ
た

孫
中
山
紀
念
館
。
孫
文
関
連
の

資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
た

中
山
市
名
物
の
鳩
料
理
。
見
た

目
は
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
が
美
味
し

い
。
孫
文
先
生
も
食
べ
た
か
も

孫
文
故
居
。
孫
文
生
誕
の
地
に

建
物
は
孫
文
が
改
築
し
た
そ
う

だ
が
、
な
か
な
か
の
豪
邸

孫中山故居紀念館入口にある
孫文の天下為公の文字

孫文生誕１５０周年を祝う横断幕と花で作られた
博愛の文字で飾られていた孫中山紀念堂

注：中国では記念は「紀念」の文字を使います。



四
日
目
、
現
在
の
広
東
省
と

広
西
壮
族
自
治
区
を
治
め
て
い

た
西
漢
南
越
王
墓
博
物
館
や
西

暦
二
千
年
に
発
見
さ
れ
た
ば
か

り
の
南
越
国
水
門
遺
跡
（
な
ん

と
、
デ
パ
ー
ト
の
地
下
に
あ
り

ま
す
）
を
見
学
し
て
か
ら
国
内

線
で
上
海
虹
橋
へ
。
上
海
で
は

熊
本
県
人
会
の
幹
部
の
方
や
昨

年
お
世
話
に
な
っ
た
上
海
許
建

東
将
棋
倶
楽
部
の
方
と
夕
食
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
の
日
は
上
海
の
方
々
が

利
用
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
見
学
後
に
上
海
浦
東
空
港

へ
移
動
、
や
は
り
飛
行
機
に
搭

乗
し
て
か
ら
一
時
間
半
待
た
さ

れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
帰
国
で

き
ま
し
た
。

平成２８年１２月１０日
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門から真っ直ぐ進んだ突き当りの校舎の前には、
大学の校章と孫文の文字による校訓が掲げてある

（博学・審問・慎思・明辨・篤行）

孫
文
が
設
立
し
た
中
山
大
学

の
南
門
。
「
中
山
」
は
孫
文

の
号
で
、
彼
に
敬
意
を
払
い
、

一
九
二
六
年
に
改
名
さ
れ
た

永
芳
堂

歴
史
研
究
学
部
や

孫
文
紀
念
館
な
ど
が
あ
る
。

建
物
の
前
に
は
、
十
八
体
の

近
代
中
国
の
偉
人
像
が
並
ぶ

孫
文
も
講
演
を
行
っ
た
懐
士

堂
（
講
堂
）
古
い
建
物
が
現

在
も
使
用
さ
れ
て
い
る

永芳堂前の孫文像 台座の裏には
「孫中山、広東香山人、近代中国
の偉大な愛国者、偉大な民主革命
家、辛亥革命の領袖」とある

挨
拶
を
す
る
髙
野
正
博
団
長

右
は
中
山
大
学
の
呉
義
雄
歴

史
研
究
学
部
長
、
左
は
山
下

慶
一
郎
荒
尾
市
長

シンポジウム会場の様子上海県人会の皆さんと記念撮影



熊
本
県
国
際
協
会
主
催
の
第

23
回
熊
本
国
際
交
流
祭
典
が
、

11
月
27
日(

日)

、
阿
蘇
熊
本

空
港
ホ
テ
ル
エ
ミ
ナ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
（
益
城
町
）

こ
の
祭
典
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
・

グ
ル
メ
・
パ
ネ
ル
・
バ
ザ
ー
・

そ
の
他
の
部
門
が
あ
り
、
熊
本

県
日
中
協
会
は
例
年
通
り
グ
ル

メ
部
門
に
参
加
、
手
作
り
の
麻

花
（
よ
り
よ
り
）
と
芝
麻
菓

（
ゴ
マ
入
り
の
菓
子
）
や
ワ
ン

タ
ン
を
販
売
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
、
予
定
を

変
更
し
て
会
場
は
狭
く
な
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が

来
場
さ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
昨
年
ま
で
健

軍
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
で
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
地
震
で
使
用

不
能
と
な
り
、
会
場
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
同
施
設
は
温

泉
セ
ン
タ
ー
と
あ
っ
て
、
入
浴

客
も
足
を
止
め
、
お
土
産
コ
ー

ナ
ー
や
催
し
会
場
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

平成２８年１２月１０日
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フェイスペイントをしてもらう子ども達

恒
例
の
国
際
農
友
会
の
餅
つ

き
。
飛
び
入
り
参
加
者
も

ＪＥＴ青年グループ。
スコットランドのハイランド
ダンス

麻
花(

マ
ー
フ
ァ)

づ
く
り

は
と
っ
て
も
手
間
が
か
か

り
ま
す

大
津
町
国
際
交
流
協
会
。

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ
ス
タ
ン

で
お
国
自
慢
の
曲
を
披
露

し
て
い
ま
し
た

日中協会のコーナーには、外国人
も味見して香ばしい芝麻菓（ジー
マーガ）を気に入って買い求めて
いました

外
国
人
妻
の
会
は
バ
ザ
ー
で

来
場
者
と
国
際
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た

県日中協会が「製造・販売」した
麻花（左）と芝麻菓。芝麻菓はごま
の風味が人気を呼んでいました



熊
本
県
中
国
残
留
孤
児
等
対

策
協
議
会
（
中
対
協
）
主
催
の

中
国
帰
国
者
向
け
講
習
会
「
楽

し
い
健
康
づ
く
り
講
座
」
が
11

月
４
日
、
熊
本
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
は
あ
も
に
い
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
９
月
に
続
い
て

今
年
度
第
２
回
目
。
健
康
で
長

生
き
す
る
た
め
の
栄
養
管
理
に

つ
い
て
、
熊
本
県
栄
養
士
会
の

良
永
久
喜
惠
理
事
（
管
理
栄
養

士
）
を
講
師
に
迎
え
、
体
に
必

要
な
栄
養
素
や
年
齢
ご
と
の
摂

取
カ
ロ
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
、

通
訳
を
交
え
な
が
ら
の
講
習
が

あ
り
ま
し
た
。

約
一
時
間
半
の
講
義
の
後
は
、

調
理
実
習
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
た
塩
分
控
え
め
の
料
理
を

み
ん
な
で
作
り
ま
し
た
。
献
立

は
、
根
菜
た
っ
ぷ
り
の
だ
ご
汁

と
ワ
カ
メ
の
酢
の
物
に
鶏
手
羽

元
の
オ
レ
ン
ジ
煮
。
薄
味
の
味

付
け
な
が
ら
、
だ
し
を
聞
か
せ

て
工
夫
し
て
あ
り
、
参
加
者
に

は
好
評
で
し
た
。

し
か
し
、
適
量
に
盛
ら
れ
た

小
ぶ
り
の
茶
碗
の
ご
飯
に
「
こ

ん
な
に
少
な
い
の
？
」
と
少
々

ご
不
満
の
様
子
。
健
康
の
た
め

に
は
我
慢
も
必
要
で
す
。

平成２８年１２月１０日
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や
が
て
一
年
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
県

日
中
協
会
は
、
特
集
で
ご
紹

介
し
た
、
訪
中
団
を
久
し
振

り
に
結
成
。
孫
文
生
誕
記
念

年
に
合
わ
せ
て
広
州
と
中
山

市
へ
。
上
海
で
は
熊
本
県
人

会
と
交
流
会
を
開
催
。
実
り

多
い
訪
中
で
し
た
。
孫
文
が

設
立
し
た
中
山
大
学
で
、
参

加
し
た
荒
尾
市
長
が
宮
崎
滔

天
と
孫
文
と
の
深
い
つ
な
が

り
等
を
紹
介
。
現
地
の
大
学

関
係
者
ら
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

今
回
の
訪
中
団
が
成
功
し

た
の
も
、
高
野
正
博
団
長
の

（
当
協
会
理
事
）
影
の
力
が

大
い
に
あ
り
ま
す
。
学
術
交

流
等
で
永
年
、
築
か
れ
た
現

地
と
の
信
頼
関
係
は
、
シ
ン

ポ
開
催
を
実
現
し
ま
し
た
。

大
学
構
内
を
訪
中
団
に
特

別
に
案
内
、
最
大
級
の
歓
迎

に
、
団
員
も
大
い
に
感
激
し

ま
し
た
。
高
野
先
生
の
ご
功

績
へ
感
謝
、
感
謝
で
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記

熊
本
県
栄
養
士
会
の
良
永
久
喜
惠
理
事
（
右
）
に

よ
る
栄
養
学
の
講
習
。
左
は
通
訳
の
趙
麗
娜
さ
ん

出来上がり。おいしそうでしょ

熊
本
県
日
中
協
会
は
中
対

協
か
ら
業
務
委
託
を
受
け

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
て
中
国
帰
国
者
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

なごやかに試食会

みんなで調理実習

一
位

王（
ワ
ン
）さ
ん

二
位

李（
リ
ー
）さ
ん

三
位

張（
ザ
ン
）さ
ん

四
位

劉（
リ
ゥ
）さ
ん

五
位

陳（
チ
ェ
ン
）さ
ん

六
位

楊（
ィ
ヤ
ン
）さ
ん

七
位

黄（
ホ
ァ
ン
）さ
ん

八
位

呉（
ウ
）さ
ん

九
位

趙（
ジ
ャ
オ
）さ
ん

十
位

周（
ゾ
ウ
）さ
ん


